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創
立
以
来
四
半
世
紀
を
重
ね
、

年
々
盛
会
に
当
り
年
代
を
乗
り
越

え
続
い
て
い
る
も
の
に
、
多
く
の

方
々
の
善
意
と
好
意
の
支
え
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
一
期
一
会
の

再
会
に
懐
旧
の
念
を
そ
そ
る
も
の

と
て
、
ふ
る
さ
と
を
跡
に
し
た

人
々
の
大
同
の
集
ま
り
は
、
青
春

時
代
を
甦
る
、
生
ま
れ
育
ち
、
学

び
遊
び
、
山
河
水
、
自
分
の
辿
っ

た
路
を
顧
み
る
唯
一
の
場
と
し

て
、
有
意
義
な「
在
京
ふ
る
さ
と

会
」と
位
置
付
け
、
特
に
ふ
る
さ

A
A

A
A

と
を
有
す
る
者
に
は『
生
き
て
い

A
A

A
A

A
A

る
証
し
』で
あ
り
、『
勇
気
・
活

A
A

A

力
・
感
動
』を
発
酵
さ
れ
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

　
め
ま
ぐ
る
し
い
世
相
の
転
回
、

競
争
社
会
の
極
限
化
、
弱
肉
強
食

を
是
と
す
る
社
会
通
念
が
罷
り
通

り
、
勝
者
と
敗
者
の
較
差
も
大
き

く
、
物
の
豊
か
さ
に
、
心
の
貧
し

さ
が
引
換
え
と
な
り
、
人
間
性
の

稀
薄
化
は
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
と

な
り
、
如
何
に
人
間
性
を
取
戻
す

べ
き
か
、
些
事
な
が
ら
本
会
を
通

し
”
人
々
と
会
う
事
“
が
、
思
い

や
り
、
愛
が
復
活
さ
せ
る
役
割
と

な
る
で
し
ょ
う
。

A
A

A
A

A
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こ
の『
心
の
美
の
祭
典
』に
な
る

文
化
を
ど
の
様
に
承
継
さ
せ
て
ゆ

く
べ
き
か
。
拘
束
も
義
務
も
な

い
、
任
意
団
体
の
運
営
に
は
難
題

で
あ
り
、
先
人
の
意
志
の
存
続
、

承
継
者
の
育
成
を
常
時
あ
ぐ
ね
る

も
の
で
、
老
齢
化
に
は
防
げ
る
も

さ
だ
め

の
で
も
な
く
、
体
力
、
定
命
に
も

限
界
が
あ
る
。
自
問
自
答
に
、

お
ご

た
か
ぶ

リ
ー
ダ
ー
に
は
驕
ら
ず
、
嵩
ら

ず
、
評
論
、
批
評
家
に
な
ら
ず
、

A
A

只
『々
実
現
』す
る
事
の
み
と
言
い

聞
か
せ
、
確
か
に
年
代
の
断
層
が

年
代
の
断
絶
を
生
み
出
す
も
の

で
、
そ
の
視
点
、
価
値
観
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に

よ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
千
差
万
別

で
あ
る
事
よ
り
、
纏
め
る
事
は
容

易
な
ら
ざ
る
も
の
で
。
す
べ
か
ら

く
欲
求
を
充
足
す
る
事
は
不
可

能
、
均
衡
の
取
れ
た
満
足
度
に
寛

容
と
滅
私
奉
公
の
気
運
を
、
自
分

の
中
で
の
誇
り
と
律
し
な
が
ら
、

今
日
を
迎
え
る
事
に
、
後
継
者
の

然
る
べ
き
人
材
の
輩
出
を
希
う
も

の
で
あ
り
、
更
に
総
会
へ
の
参
加

に
若
年
層
も
呼
び
掛
け
、
魅
力
あ

る
会
に
。
美
郷
町
の
ふ
る
さ
と
会

と
共
々
緩
や
か
な
手
を
携
え
る
日

『
心
の
美
の
祭
典
　
ふ
る
さ
と
会
』

美
郷
町
在
京
六
郷
会
　
会
長
　
石
川
　
明
美

お

た

よ

り

を
、
本
会
の
啓
蒙
を
多
と
さ
れ
た

い
。

　
私
達
の
ふ
る
さ
と
に
は
、
改
革

と
い
う
政
府
の
旗
印
に
一
極
集

中
、
首
都
圏
へ
の
流
動
は
地
域
の

格
差
、
寒
冷
地
の
過
疎
と
、
町
と

村
も
埋
没
し
て
い
く
こ
と
。
特
段

に
秋
田
県
は
人
口
の
減
少
率
、

又
、
自
ら
命
を
絶
つ
数
が
日
本
一

A
A

A
A

A
A

で
あ
る
事
に
何
故
で
あ
ろ
う
、
地

A
A

A

域
の
宿
命
と
は
い
え
。
活
性
化

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

へ
、
ふ
る
さ
と
に
、
有
す
る
知
の

A
A

A

提
供
を
。
来
る
２
０
０
７
年
、
わ

か
杉
国
体
が
秋
田
県
に
経
済
効
果

を
期
待
す
る
も
の
で
、
秋
田
を

知
っ
て
貰
う
、
自
立
、
自
活
の
行

政
に
も
厳
し
い
も
の
で
あ
る
事

に
。

　
来
る
７
月
９
日
、
高
輪
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
に
て
総
会
を
挙
行
致
し

ま
す
。
ス
ー
パ
ー
ホ
テ
ル
で
あ
るな

高
輪
プ
リ
ン
ス
で
、
華
美
と
見
做

さ
れ
る
も
の
と
。
本
会
場
の
お
骨

折
は
、
同
ホ
テ
ル
の
総
料
理
長
久

米
博
樹
副
会
長
の
好
意
に
よ
り
、

格
安
に
て
開
催
さ
れ
る
事
に
、
ど

う
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
大
い
に
堪
能

し
て
戴
き
た
い
も
の
で
す
。
ま
た

逢
う
日
を
楽
し
み
に
。
ご
き
げ
ん

よ
う
。

　
平
成
18
年
４
月

追
伸:

ご
臨
席
出
来
な
い
方
々
に

も
、
御
健
勝
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
更
な
る
御
声
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

第24回美郷町在京六郷会
総会・懇親会のご案内

日　時●７月９日（日）
　　　　午前11時～　※受付は午前10時～
会　場●高輪プリンスホテル
　　　　　（東京都港区高輪３－13－１）
交　通●ＪＲ線、京浜急行　品川駅から徒歩５分

平成18年度「美郷町千畑ふるさと会」総会・交流会のご案内
　毎年恒例の総会・交流会を本年は下記により開催いたします。
　郷里における町村合併を機に美郷町出身者の方であれば、どなたでも大歓迎いたします。在京の方はもち
ろん、郷里にお住まいの方もお誘い合わせのうえ、ぜひご出席いただけますようご案内申し上げます。
日　時●７月８日（土）　午前11時～　※受付は午前10時～
会　場●椿山荘（東京都文京区関口2－10－8）　103－3943－1111
会　費●会員7,000円　一般10,000円
お願い●一般の方で出席をご希望の方は６月20日（火）までお申し込みください。

一般の方のお申し込み・お問い合わせ　1042－484－5939　高橋吉彦（会長）まで
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町

立
図書
館・町

立歴史民俗資料

館

美郷町学友館から 
開館時間●午前９時～午後７時（資料館入場は午後６時30分まで）
休　館　日●毎週月曜日（月曜日が祝日の時は火曜日）　

学友館　美郷町六郷字安楽寺122番地　10187－84－4040問い
合わせ

環境にやさしい町づくり
ISO14001環境マネジメントシステムへの取り組み

役場（六郷庁舎）町長公室　行政推進班　10187－84－4900（内線1224）問い
合わせ

役立つ知恵がいっぱい！省エネ便利帳

冷蔵庫の使い方を工夫してみよう

　各家庭で１台は所有していて一年中動いているのが冷
蔵庫。一年中動いているからこそ、使い方や製品の選び
方を工夫してみましょう。
　一日に何十回と開ける冷蔵庫は使い方を工夫すること
で、エネルギーを節約することができます。使用頻度の
高い調味料などの指定席を作ることや、下ごしらえした
ものなどは中身がわかる容器に入れておくことで、すぐ
に探せるようになります。
　中身のチェックも兼ねて冷蔵庫の掃除もまめに行いま
しょう。ビンの棚や野菜室の下にいらなくなったカレン
ダーの紙などを敷いておくと、その紙だけを交換すれば
いいのでお掃除も簡単に終わります。
　また、冷蔵庫の電気消費量は、小型冷蔵庫（300r程度）
よりもファミリータイプ（400r程度）の方が省エネ化が進
んでいます。壁から少し離して設置するなど、設置方法 省エネルギーマーク

　

の工夫によっても省エネ効果が表れます。
　最近は、地球環境を考えたノンフロンタイプ冷蔵庫の
導入も進んでいます。

素朴な疑問・省エネラベルの見方

　冷蔵庫やエアコン、テレビ（ブラウン管）などの電気製
品には、2000年８月に導入された「省エネラベリング制
度」により省エネルギーマークが付いています。これは、
省エネ性能を消費者が具体的にわかるようにする制度で
す。
　省エネ基準達成率は数字が大きいほど、年間消費電力
量は小さいほど省エネ効果が高いので、新しく電気製品
を購入するときには参考にしてみましょう。

　　　子ども放送局6月の番組（予定）の一部です。
　　　みんなで見に来てね！（放送時間11:00～）

　　　夢スタジオ「伝えたい！本当に大切なこと
～シンガー　大野靖之さん～」

　歌手をめざし路上ライブをつづけていた高校時代に、最
愛の母親を亡くした大野さん。まっすぐな歌声には「命」や
「家族」への思いがこめられていて、きく人の心をゆさぶり
ます。
　　　わくわくどくしょランド
　　　「江戸時代にタイムスリップ

絵本の読み聞かせでぃ！」
　作家の飯野和好（いいのかずよし）さんはちょっと変わっ
た読み聞かせをしているよ。
　「ねぎぼうずのあさたろう」という絵本の主人公と同じ、
時代劇みたいな格好でお話を聞かせてくれるんだ。それは
まるで絵本の中に入っていくよう！
　　
　チャレンジ教室　ものづくり「飛べ！ブーメラン」

　思いきり投げても風をきって戻ってくる、フシギなつば
さ「ブーメラン」。今回教えてくれる栂井靖弘（とがいやすひ
ろ）さんは、ブーメランの競技者（きょうぎしゃ）で日本ブー
メラン協会の理事でもある人で、ブーメラン片手に世界中
を飛び回っています。
　厚紙（あつがみ）を使ってブーメランをつくってみましょう。

６月
24日

６月
10日

６月
17日

図　書　館　からお知らせ

　　あなたの本棚は70万冊？ぜひご利用ください！　
　
　これは皆さんが利用できる本の数です。
　美郷町の図書館(室)では、43,954冊(学友館）、9,425冊(千
畑交流センター)、14,836冊（仙南公民館）の本が利用できま
すが、秋田県立図書館もあなたの図書館です。県立図書館
では662,475冊の本が利用できます。
　貴重書などの貸出しできない本を除き借りる事ができま
す。
　ホームページ（http://www.apl.pref.akita.jp/）を利用して
本を調べる事ができます。
　県立図書館まで行けない人は、図書館（室）を通して借り
る事ができますので申し出ください。
　また、有料（片道300円／30ｋまで）となりますが県立図書
館から直接自宅等への宅配サービスも受けることができま
す。詳しくは図書館（室）または県立図書館にお問合せくだ
さい。

学友館　　　　　　10187－84－4040
千畑交流センター　10187－85－3270
仙南公民館　　　　10187－83－2280
秋田県立図書館　　1018－866－8400


